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Les Polssons de Mer des Peches Francalseso Jeanロ

Cllaude Qu6rO。   1984.   Maquette DoIIlinique et

Philippe Lemonnier, Paris, 394 pp。  280。 00 FF.

本書はフランスの漁業上重要魚類の解説書決定版と言

ってもよいものであろう.大半J(ヨ コ 24 cm× タテ 30
Cm)いっばいに載録魚種ほとんど全てのすばらしい カ
ラー写真があり,写真が大きくて鮮明なので,外部形態
の細部までその特徴がよく分る.それでも特徴をとらえ

きれない場合には補助的な外形図 (白黒)を駆使して他

種との比較が行われ てい る.ほ とんど全ての載録魚種

(円 口類 1種,サ メ類 14種 ,エイ類 20種 ,硬骨魚類

約 160種,計約 200種 )について分布図,年令に対す
る体長と体重の関係を示す図,食性を示す円グラフが色

彩図として示されていて,極めて理解し易いように配慮
されている.各魚種の解説は学名,フ ランスにおける地

方名,FAO標準名 (仏,英,西),ヨ ーロッパ各国にお
ける呼名,水平分布,垂直分布,種の標徴,他種との区

別点,生物学 (再生産, 成長, 食性など),漁業の順に

かなり詳細に行われ てい る.なお各種の解説に先だっ

て,分類群 (科または属)ごとに図 (白黒)入 りの検索

(未載録種も含む)が与えられている。 これにも各種の

工夫がなされていてとても使い易い.

序文に続き,魚類学上の基本的な解説があり,ついで

上述のごとき載録種の記述が本書の中心をなす.最後に

フランスにおける各漁業の簡単な解説と漁場の海洋学的

および地形学的特徴の解説があり,本書を締めくくって

いるeこ れらの解説も多くの色彩図と白黒の図を併用し

て簡にして要を得たものとなっている.

本書を手にした者は誰でも,そ の美しさと構成のすば

らしさに驚嘆するであろう.今までにヨーロッパ諸国で

これほど構成,印刷,製本の見事な魚類図鑑が出版され

たのは稀だったので,と くにその感を深くする。以上評

者があまりにも感銘したので,やや評価が甘くなったき

らいはあるかも知れないが,本書はこれからの類書に 1

つの見事な行き方を示すものとしても大きな価値を持つ

ものと思われる。なお欲を言えば,ヨ ーロッパ各国との

:競合で行われている部分の多いフランス漁業がヨーロッ

パの漁業の上に占める地位の解説と有名なフランス料理

での魚類の利用のされ方の解説があればよかったと言う

のはないものねだりに当るであろうか。著者の Dr.J.―

C.Qu6rOは永年にわた り IFREMER(最近 ISTPM

と CNEXOが合体してできた海洋および水産関係の国
立の研究機関)La Rochelleに あ り, ガスコーニュ湾
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New publications

(ビ スケー湾)を主とする海域に分布する魚類の分類と
生態の研究を続けておられ,漁業についても深い知識を
持っておられる.ま た現在 CLOFETAの 編集委員とし
て多忙を極めておられるが,時々はまだフィール ドにも

出られている.PROMER, 1l boulevard de Sё basto―

pol,75001,Paris,FRANCEに 注文すれば送料ともで
305。 30 FFで購入できる.

(中村 泉 IZumi Nakamura)

The Freshwater Fishes of Europe. vol。 1, Part

lo Petromyzoniformeso Jural HOlこ ik, ed。  1986。

AULA¨ Verlag, wiesbaden, 313 ppe

本書は「ヨーロッパの淡水魚」と題して出版される叢

書の端緒に当るもので,以後順次以下のものが刊行され
る予定である :

Vol. 1, Part 2. General introduction to nshes.

Acipenseridae.Juraj Hoに lk(ed。 ).

Vol.2。 (Clupeidae,Anguillidae. Henri Hoestrandt

(ed.)・

Vol. 3e Salrrlonidae, Coregonidae, Thymanidae,

Osmeridae, Urnbridae, Esocidae. YurI Stepanovich

Reshentnikov (ed。 ).

vols. 4&E 5.  Cyprinidac. Petru Bttnarescu(ed.)。

vol. 6.  Cobitidae, Siluridae, Ictaluridae.  K.D.

Vasilieva and V.P.Vasiliev(ed。 ).

Vol. 7.  Gadidae, Gasterosteidae, Syngnathidae,

Cyprinodontidae,Poecil五 dae,Atherinidae,Cottidae,

Centrarchidac, Percidae.  Anton Lelek (ede).

Vol。  8。  Gob五 dae,  Blenn五 dae,  Pleuronectidae.

V.I. Pinchuk(ed.)。

Vol. 9。   Threatened flshes of Europeo  Anton

Lelek.

本書は大きく A,″ Bの 2部に分けられている.Aで
ヤま General introduction の下ヤこ, MOrphology, lDi―

terrnination criteria,  Zoogeography,  Evolution,

Ecology, Ontogeny, Feeding, Migrations, Popula―

tion structure, Econorrlic importance, Literatureの

11項 目に分けて総論を展開している。Bは SyStematic

partで , まず検索が与えられており, 次いで各種類ご

とヤこ Synonyms, Holotype, Etymology, DescrlptiOn

(MOrph010gy,Karyotype,Protein specincity, sexual

dimorphism, Variations, Age and size variety),

Subspecies, Hybrids, lDistribution (lDistribution, In_
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troductions), Ecology (Habitat, NIligrations, Hardi―

ness,Feeding habits,Longevity,Glro、 vth,Population

dynarnics),Reproductive biology(Maturity,Gonads,

Spawn, Spawning period, Spawning sites, Mating

habits,  Breeding habits,  Early  ontogeny  and

metamorphosis), Irrlportant parasites and diseases,

Economic importance,Literatureと 項目を分けて詳

説されている。以上の項目分けは FAOで行われている

それ (Rosa,1962)と 比較してみると大変興味深いので ,

やや長きにわたるがここに引用した。刊行する出版物の

性質や対象生物群にも左右されると思 うが,本書で行わ

れている項目分けは充分な紙数に恵まれ てい る場合に

は,極めて有効だと思われる。

各種類に関する記述は最新の文献まで広く引用して行

われており,詳細を極 め て い る (1種平均約 20ペ ー

ジ).最 近 刊行 され た FNAM(Whitehead et al.

1984-6)に載録されている海産魚の 1種 ごとの記述が平

均半ページずつであるのと比べるといかに詳しいか実感

できる。

引 用 文 献

Rosa, H。 , Jr. 1962. Preparation of synopsis on the

biology of species of living aquatic organisrrls.

FAO Fish. Biol. Synop.,(1): 1-59。

Whitehead, PoJ.P., M.― Lo Bauchot, J.― C.Hureau,J.
Nielsen and E. Tortonese, eds. 1984, 1985, 1986.

Fishes of the north― eastern Atlantic and the

Mediterranean.Vols.I一 HI. UNESCO, Paris,
pp. 1-510, 511-1014, 1015-1473.

(中村 泉 IZumi Nakamura)

Poissons de ⅣIer de l'Ouest African Tropical.

R66dition.Bernard Seret。 1986。   ORSTOM,Paris,

Vi五十450 pp.ORSTOM PARIS,213,rue La Fayette,

75010 Parisで ,130 FFで購入できる.

本書の初版は 1981年 に出版され,これはその改訂版

である.初版では北はモーリタニアから南は北西アフリ

カ (ナ ミビア)に至る西アフリカ沿岸沖の熱帯海域 (南

北の回帰線にはさまれた海域)に分布する漁業上の重要

海産魚類約 200種がとりあげられ,図入 りで解説されて

いる.改訂版 (本書)では約 20種が追加され,既載録

種についても最新1青報の追加が行われている もの もあ

る.

この地域には西欧諸国の植民地支配が永年に亘って及

んでいたし,今なお両者の関係は強いので,過去に多く
の調査研究がなされて来 て い る (e.g。 ,Fowler,1936;

Cadenat, 1951; Poll, 1951-1959; Williams, 1968;

Blache et al。 ,1970)。 本書は著者がセネガル滞在中に

得た標本と情報に基づいて上記海域の漁業上重要魚種に

ついて一般漁業関係者のための解説書として執筆された

ものである。そのため載録種には全て外形図が示されて

はいるが (約 220図 のうち約 10図は色彩図,その他は

白黒図),解説は形態上の特徴と生物学的事実 および漁

業について極めて簡単になされているにすぎない。また

西アフリカ各国における各魚種の呼名が収録されている

ことはそうした目的に沿うものである.ORSTOMの 著
名な画家 Pierre Opic氏 の極めて正確で 見事な図を変

形判 (タ テ 15.5cm× ョコ 24 cm)の紙面いっばいに印

刷しているのが本書の一大利点であろう。魚類研究者も

本書を必ずしも見事とは言えない外形図を有するものの

多い上述した研究書と併用することにより,こ の海域の

魚類についてより深い知識を得ることができるで あ ろ

う。

なお著者の Bernard Seret氏は現在パリのフランス国

立自然史博物館 (MNHN)に附属する ORSTOMに 勤
務して,軟骨魚類について精力的に研究をすすめておら

れ,1985年 に東京で開催された 2nd lndo― Pacinc Fish

Conferenceに も出席されたので,ご存知の方も多いと

思 う。

引 用 文 献

Blache, J。 , J. Cadenat and A. Stauch. 1970。   Clё s

de dё terΠ lination des poissons de iner signalё s dans

l'Atlantique oriental, entre le 20e paranё le Nord

et 15e parallёle Sud.  Fauna tropical. XVIII。

ORSTOM,Paris,479 pp.
Cadenat, J. 1951.  Poissons de mer du Sё nёgal.

Initiations afriquenes. III.  IFAN,Dakar,345 pp.

Fowler, Ho W。  1936.  The marine nshes Of west

Africa, based on the collection of the Arnerican

Museum Congo Expedition, 1909-1915。   BuH。
Amer.Muso Nat.Hist.,70(Part l):i― Vii+1-606;

(]Part 2): 607-1493.

POn, M。  1951-1959。  Poissons. J“ R6sultats scienti―

nques de l'Exp6dition O)ceanographique Belge dans

les eaux cOtiё res africaines de l'Atlantique Sud

(1948-1949).  Vol. IV, fascicule l, I, G6nё ralitё s;

II, Sё laciens et chirnё res, 1951: 1-154, 13 plse;

Vol. IV, fascicule 2,III,T616ost6ens rnalacopt6ry―

giens, 1953: 1-258, 8 pls.; Vol.IV, fascicule 3A,

Tё lёost6ens acanthoptё rygiens, lre partie, 1954:

1-390, 9 pls.; Vol. IV, fascicule 3B, T61eost6ens

acanthopterygiens, 2e partie, 1959: 1-417, 7 pls.

Institut Royal des Sciences Naturenes de Belgique,

Bruxenes.

Williarrls,F. 1968。  Report on the Guinean trawling
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survey.volo I。  OAU,STRC,LagOs,ix+828 pp.

(中村 泉 IZumi Nakamura)

Les Poissons de Mer de Mauritanie.  Jacque

Maigret and Boubacar Ly。   1986。  Sciences Nat,

Corrlpiё gne,213 pp.320 FF.

本書は先に紹介した Seret(1986)と ほぼ同工異曲の

ものである.前者 (本書)ではモーリタニア沖海域の魚

類を扱っているのに対して,後者ではモーリタニア海域

も含む熱帯西アフリカ沿岸沖合海域の漁業上重要魚類を

扱っている。さて,本書の著者によるとモーリタニア沖

には約 300種の海産魚類が分布していることになってい

るが (こ の数字は熱帯域の魚類相を考えた場合あまりに

も少なすぎる,Bernard Seret,pere comm。 ),そ のうち

の漁業上重要な 130種が選ばれて簡単な解説が加えられ

ている.こ れまでモーリタニアの海産魚についてのまと

まった論文や本はほとんど出版されていないので,本書

はその最初のものと言うことができる。日本漁船による

モーリタニア沖のタコやモンゴウイカ類を主とする底魚

類の漁業は以前ほど盛んではないとは言え,なお行われ

ていると思われるので,漁業関係者にとっても本書は便

利なものであろう.

本書に載録された全ての魚類にはカラー写真または白

黒の図が与えられている.カ ラー写真の出来映えは水準

以上であるが,それに対して第一著者 の夫人 (Mme

Sylviane Maigret‐ Mondry)に よる白黒の図は絵として

はおもしろいものだが,科学的論文の図としてはやや正

確さに欠けるものもあり,両者の差が目ざわりになるの

が惜しまれる.ま たヨウジウオ類,タ シノオトシゴ類,

シギウナギ類,サギフエ類なども載録されているので,

漁業上重要な魚種の選定が必ずしも厳密ではない。さら

に, どうした訳か時々写真はあるが, どこを探してもそ

の種の記述が見当らないことや,種毎の記述にかなりの

むらがあることも注意を要する点である。

なお本書の著者の一人 Dr.Maigretは永年にわたる

西アフリカでの研究生活を最近終え,現在はモナコ海洋

研究所の研究員であるとともに附属水族館長を務めてお

られる。

引用 文 献

Seret, B。 1986. Poissons de mer de l'ouest african

tropicale Rёёdition.ORSTOM, Paris, vi五十450
pp.         (中村 泉 IZumi Nakamura)

Studies on the Oceanic Ichthyoplankton in the

Western North Pacinc.  To ozawa, ede  1986。

Kyushu Univ.Press,430 pp。 ,many plates. Y10,000。

わが国の稚魚研究において外洋性要素はマグロ類など

の一部を除き最も分類学的情報の不足している部分であ

った.小沢貴和氏を中心とする研究グループによって集
大成された本書はその意味におい て も待望の業績であ

り,莫大な試料が詳細に比較検討された内容にはそれな
りの重味がある.

表題では北西太平洋が対象海域となっているが,試料
の大半は 30°N以南の熱帯・亜熱帯域で採集され てお
り,一部南半球も含まれる.従 って,いわゆる北部北太
平洋は含まれない.

本書は緒言, 材料と方法につづき, 15科 の代表的分

類群を扱った 18論文によって構成される.こ のうち 4

論文は既報のものの再録である.15科 とはカタクチイ
ワシ科,ホ テイエソ科,ヨ コエソ科,エ ソ科,ハダカイ

ワシ科,フ デエソ科,ヤ リエソ科,デメエソ科,ハ ダカ
エソ科, サハ科, ムカシクロタチ科9 クロタチカマス

科,タ チウオ科,ア ジ科,ダルマガレイ科であり,これ

らの159種 (タ イプを含む)力 取`上げられている.緒言
によるとこれで外洋性稚魚の 90%以上が種 (タ イプ)
レベルまで識別可能とのことであり,本書刊行の意義は
この一言によって要約されるといってよい.

各論文は小沢氏の単独ないし研究協力者との共著とな

っており,内容の構成は必ずしも統一されている訳では

ないが,種 (タ イプ)万Jの個体発育史の図示記載を中心

に分類群別の標徴形質のまとめと検索表の提供によって

同定の指針を与え ることに多大の努力がはらわれてい

る.特に種の同定にあたり成魚形質についても詳細な検

討が加えられており,そ の成果には強い信頼が寄せられ

る.一方,分布に関する知見の記述は不統一で,例えば

ダルマガレイ科では分布の章を設けて考察しているのに

対し,ハ ダカイワシ科では全く分布について言及されて

いない.表現法に難′点があるにしても,全ての種につい

て分布の情報を何らかの形で付記しておく必要があった

ように思われる。

「外洋性」要素をどのように定義するかは意見の分れ

るところである。本書では収録されなかった分類群に関

する参考文献を巻末に掲げることによって対象を広義に

とらえているのは適切な配慮というべきであろう.

さて各論文について触れることができないので代表的

一篇 “OZawa,T.:Early life history of the family

Myctophidae in the ocean ofF southern Japan" ャこ

ついて紹介しておく。本篇は 75頁,37図版の大作であ
り,ハ ダカイワシ科の 18属 70種 (タ イプ)が取上げ

図 書 紹 介
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られている。勿論,研究の進捗度は属によって異なり,
トンガリハダカ属 二α

“
ηαりcr“sでは 11タ イプ,ハ ダ

カイワシ属 DJη乃
“
sでは 22タ ィプの AoB2群への大

別で終っているが,後者については北西太平洋産 25種

のうち 22タ ィプが識別されていることは高く評価され

てよい.こ の多様性の高い分類群の稚魚分類学はこれに

よってほぼ基礎が築かれたと考えられるからである。本

篇の文末に注意深い観察によって明らかになった新知見

がまとめられていて興味深い.例えば, ソコハダカとイ

サリビハダカでは大西洋産の個体と形態的相違が認めら

れること, 従来, ススキハダカ属 ン″′″乃″″ の種で

報告されていた幼期の胸鰭条にみられる過剰鰭条 Su_

pranumerary raysは ,成魚において発光器 (2nd pvo)

とその支持表皮によって下部鰭条の一部 (2-6条)がお

おわれてしまうことに起因することなど,いずれも貴重

な発見である。

全篇を通じて誤りはほとんどみられない.図版も鮮明

であるがダルマガレイ科の図版 22,23の カラー印刷に

やや難点があるのが惜しまれる.また一部の仔稚魚の図

に多少簡略化しすぎた印象を受けるものがある.図版が

記載の不足を補足する情報源でもあるという立場をとれ

ば,こ の辺の配慮は見過すことは出来ないことであろ

う.

いずれにせよ,本書によって外洋性魚類プランクトン

研究への足がかりが与えられたことの意義を改めて強調

し,今後の研究の発展を期待したい.

(沖山宗雄 Muneo Okiyama)

以上のほかにも,最近次のようなものが出版 されてい

ますので,書名のみをあげておきます.こ れ らについて

の紹介記事の投稿を歓迎 します .

Cailliet, GoM。 , M. Love and A.W. Ebeling. 1986。
Fishes. A neld and laboratory manual on their

structure, identiflcation and  natural  history.

Wadsworth Publo Co., California, v五 i+194 pp.,

flgse l。 1-16.4。

Dawson,C.E。  1985. Indo― Paciflc pipenshes (Red
Sea to the Americas)。 Gulf Coast Research
Laboratory, Mississippi, 230 pp。 , 293 flgs。

Dor. M. 1984。   CheckHst of the nshes of the Red
Sea(CLOFRES). Israel Acaderny of Sciences and
Humanities, xx五 十437 pp。 , l map.

Lowe―McConnen,R.H。 1987。  Ecological studies in
tropical nsh corrllnunitiese Cambridge Univ.Press,

x五 +382 pp., ngs. 1.1-14。 4.

Polovina, J.J. and So Ralstom, eds. 1987.  Tropical

snappers and groupers.  Biology and nsheries
managemento  Westview Press, London, ix+659
pp., pls. 1.1-1。 3。 , flgs. 2.1-14.5。

沈  世傑。 1984。 台湾魚類検索 f｀ 台北南天書局, 破十
533 pp.

Smith,MoM.and PoCo Heemstra,edse 1896e Srrliths'

sea nshes. springer‐ lVerlag, xx+1047 pp。 , ngs.

1-6+1。 1-270.3,  col. pls。  1-144.

Surrlinerfelt, Ro C。 , ed. 1987.  Age and growth of
flsh. Iowa State Univ. Press, xv+544 pp.

Whitehead, P.J.P., M.― L. Bauchot, J.―Co Hureau,

Jo Nielsen and E.Tortonese, eds。  1986。  Fishes of

the north…eastern Atlantic and Mediterranean.

Vol.HI.UNESCO,Paris,pp.1015-1473。

Conference on lndo‐ IPacinc Fishes

The Third lnternational(Conference on lndo―

Pacinc Fishes will be hosted in Wellington,
New Zealand, on 27 November-l December,
1989.  The flrst circular will be distributed in

late 1987.  For further inforlnation write to

Graham S. Hardy, National Museurrl of New
Zealand,Private Bag,WeningtOn,New Zealand.

エンリコ 0ト ル トネーゼ博士のご逝去を悼む

Obituary of lDr. Enrico Tortonese, 1911-1987

1987年 5月 18日 (月 )午後 1時ジェノバ の MuSeo

C市 ico di Stria Naturale(Giacomo Doria)に , かね

て連絡しておいた通り,Dro Gianna Arbocco(魚 類部

会 員 通 信 O News and comments

主任)を訪ねた.あまり時間がなかったので,す ぐさま

標本庫に案内していただき,調べたい標本を与えられた

実験机へ運び,スケッチや測定にかかった。 2時間ほど

してお茶の時間になり,コ ーヒーを飲みながら「以前こ

こにおられた Dr.Tortoneseは ぉ元気ですか」と聞い

たところ,Dre Arboccoは 一瞬口ごもられ, ついで

「最近はあまりこちらへは来られませんでしたが, 実は

3週間程前に亡くなられました」と続けられた.それか

らいろいろ博士のことをうかがってい る うちに,Dr.

Tortoneseと は面識はなかったが,永年別刷交換をして

いたので,なんだか生前お目にかかっていたような気が

して来た.イ タリアのこの著名な魚類学者のことを「日

本魚類学会の会員に知らせたいなら,私達は追1卓文集を

出版するつもりで,それができるのは丁度あなたが日本
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